
「
ま
さ
か
」

▲令和６年能登半島地震により倒壊した民家

令和６年能登半島地震の被災地で支援を行う緊急消防援助隊

　
令
和
6
年
1
月
1
日
（
祝
）
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
1

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震

に
よ
り
、
建
物
の
倒
壊
や
津
波
の

被
害
、
大
規
模
な
火
災
の
ほ
か
、

地
盤
の
隆
起
な
ど
の
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、

避
難
生
活
や
、
停
電
、
断
水
、
物

資
の
不
足
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
に
よ
り
、
本
市
で
は
、

緊
急
消
防
援
助
隊
に
よ
る
安
否
不

明
者
の
捜
索
活
動
や
、
被
災
建
物

の
被
害
状
況
な
ど
の
調
査
、
応
急

給
水
活
動
な
ど
の
人
的
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
8
月
に
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
初
め
て
発

は
突
然
や
っ
て
き
ま
す

表
さ
れ
、
地
震
調
査
委
員
会
は
今

後
30
年
以
内
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
す
る
確
率
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
「
70
～
80
パ
セ
ン

ト
」
を
「
80
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
」

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
国
は
日
頃

か
ら
備
え
を
進
め
る
よ
う
訴
え
て

お
り
、
地
震
に
対
す
る
危
機
感
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
や
家
族
の
大
切
な
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
い
ま

一
度
、
地
震
へ
の
対
策
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
・
危
機
管
理

課
防
災
・
危
機
管
理
担
当
（
☎

46
１
１
５
１
）

▲令和６年能登半島地震により陥没した道路

地
震
に
備
え
る

日
頃
か
ら
の
備
え
が

命
を
守
る
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３ ３～7×
１日

リットル 日分
家族人数×

飲料水の備蓄目安

　災害による被害を最小限に抑えるためには、
自ら取り組む「自助」、地域で協力して取り組
む「共助」、行政・公的機関が取り組む「公
助」の連携が必要不可欠となります。
　いざ大地震が発生すると公助には限界があり、
自助と共助の力が重要となります。平成７年の
阪神淡路大震災では、倒壊建物などに取り残さ
れた人の救出活動の約97パーセントが自助と
共助で行われたとのデータがあります。
　今後予測されている大地震に備え、普段から
食料品や飲料水などの備蓄や家具の転倒防止な
どの自助の取り組み、また地域の防災訓練に積
極的に参加をして日頃から顔の見える関係づく
りを構築するなどの共助の取り組みを心がけま
しょう。

地震から身を守る５つのポイント

１自助・共助・公助
自助自助

共助共助 公助公助

２停電に備える
　地震は突然発生します。それがもし夜間の場合、
出口がわからなかったり、ガラスの破片が見えな
いなど、大変危険です。また、インターネットや
携帯電話などを利用できないおそれもあり、情報
を得ることが困難になります。そのため、寝室や
リビングには、懐中電灯やラジオ、予備の電池を
常備しておきましょう。
　さらに、冬期の停電時は、電気ストーブやファ
ンヒーターなどの電気を使用する暖房機器が使え
なくなってしまうため、寒さ対策も必要です。使
い捨てカイロや湯たんぽなどの電気を使わない防
寒グッズも備えておきましょう。

３断水に備える
　令和６年能登半島地震では、大規模な断水が発
生しました。断水すると、トイレやお風呂が使え
なくなります。また、食事や水分補給ができない
ことによる体調不良も起こります。
　人が１日に必要な水分量は３リットルといわれ
ています。備蓄用の飲料水は最低でも３日分は備
えておきましょう。また、水なしで使用できる歯
磨きシートやボディシー
ト、レトルト食品や災害
用トイレなどの防災用品
も用意しておきましょう。
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自分の身は自分で守る

皆で協力して助け合う 行政機関の支援
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11．住み続けられるまちづくりを

13．気候変動に具体的な対策を

　東日本大震災当時の被災地の写真や、復興
の様子を記録した写真を中心に、過去の地震
による災害について展示を行います。
期間＝３月19日（水）～27日（木）※土、
日、祝日を除く
時間＝午前８時30分～午後５時15分
場所＝多目的スペース（市役所１階）
問い合わせ＝防災・危機管理課防災・危機管
理担当（☎46‐1151）

４「ローリングストック」を活用する
　「ローリングストック」とは、普段の食品を
少し多めに買い置きしておき、賞味期限の近い
ものから消費し、食べたらその分を買い足して、
常に一定量の食品を備蓄する方法です。
　大きな災害が発生すると食料品や日用品が不
足するおそれがあります。道路の寸断など、災
害の状況によっては、物流が機能しなくなって
食料の配布がすぐにできない場合があり、飲料
水と同様、最低３日から１週間分の食料を備蓄
しておく必要があります。
　こうした事態に備え、普段から「ローリング
ストック」を活用して、無理なく、そして無駄
なく非常用の食料や飲料水などの備蓄をしてお
きましょう。

備える

食べる買い足す

キノピー

非常食
日常食品
持ち歩き用品

５事前に確認する

●安否の確認方法
　勤務先や学校、外出先で被災した場
合の安否確認方法や集合場所を事前に
決めておきましょう。

●避難場所や避難経路
　避難が必要になった場合、慌てずに行動できる
ように避難場所をあらかじめ確認しておきましょ
う。避難場所までの経路についても危険な場所が
ないかどうか下見をしておくことが大切です。

東日本大震災被災地写真展

▲市では「指定緊急
　避難場所」と「指
　定避難所」を指定
　しています
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